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綿密な工事計画で難しい現場環境に対応
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株式会社千葉ステーションビル
常務取締役　　　　　　　　　

塩崎　朋久氏

施主インタビュー

ビル　完成　年３月オ ー プ ン

（９） （第３種郵便物認可）２０２２年　（令和４年）　２月２１日　（月曜日）

　千葉ステーションビルがＪＲ千葉駅周辺開発を推進してい
る本社ビル「ペリエ+plusビル」が完成した。６階建てのビ
ルは１～３階をテナントフロア、４～６階が同社の新本社オ
フィスとなる。設計・施工はともに大成建設が担当した。同
社はＪＲ東日本のグループ会社として、千葉県内で「ペリエ」
シリーズなど駅ビルの運営・管理および駅業務を主力事業と
し、魅力あるまちづくりに取り組んでいる。本社ビル移転を
皮切りに、千葉駅周辺の大規模再開発を推進する予定だ。

室長
伊勢　季彦

大
成
建
設
株
式
会
社

設
計
本
部
　
建
築
設
計
第
一
部

プロジェクト
アーキテクト
鬼頭　朋宏

　次世代コンパクトオフィスとして、利用者
がいきいきと生産性高く働ける環境の創出を
目指して、鉄道事業にちなんだコンセプトと
して「PlatHOME（ぷらっとホーム）」と
掲げました。
　容積率最大化と天空率採用により６階建て
とし、４～６階は本社フロア、１～３階はテ
ナントフロアとしています。
　外観は、柱を強調した縦基調とし、低層部
をＶ字状の柱とすることで開口を広げ、アク
セスしやすく、にぎわいがにじみ出すことを
意図しました。
　コミュニケーション活性化を図り、基準階
は事務室面積を最大化するプランとしていま
す。外周の柱を扁平とすることで室内に柱型
が出ず、フレキシブルに利用できる空間を創
出しました。
　インテリアは、アースカラーを中心とした
アットホームで居心地の良い空間としていま
す。６階には屋上庭園を設け、外部ワークプ
レイス及びリフレッシュ空間として利用でき
ます。
　省エネにも配慮しており高断熱化やＬＥＤ
照明等を採用することにより、一般的なビル
と比較して３分の１程度省エネな建築です。
（ＢＥＩ．）
　この建築が、ご利用いただく皆様に末永く
愛され、千葉駅周辺の魅力あるまちづくりや
今後の発展に貢献できることを願っていま
す。

■工事名称：（仮称）ＣＳＢビル新築工事
■工事場所：千葉県千葉市中央区新千葉１－７－２
■建　築　主：株式会社千葉ステーションビル
■設計監理：大成建設株式会社一級建築士事務所
■施　　工：大成建設株式会社千葉支店
■敷地面積：．㎡
■建築面積：．㎡
■延床面積：，．㎡
■階　　数：地上６階
■構　　造：ＲＣ造
■用　　途：事務所
■工　　期：年月１日～年１月日

（．カ月）

６階エレベーターホール

　
現
場
は
Ｊ
Ｒ
千
葉
駅
西
口
ロ

タ
リ

に
近
接
す
る
敷

地
の
一
角

大
成
建
設
の
松
木
謙
作
業
所
長
は
﹁
﹃
全
工

期
無
事
故
無
災
害
の
達
成
と
近
隣
に
配
慮
し
た
工
事
計
画

と
安
全
管
理
﹄
を
現
場
運
営
の
基
本
方
針
に
掲
げ

第
三

者
災
害
防
止
を
徹
底
し
ま
し
た
﹂
と
工
事
を
振
り
返
る


　
本
建
物
の
建
ぺ
い
率
は

％
ほ
ど

南
北
面
と
西
面
を

建
物
に
囲
ま
れ
て
い
る
た
め

搬
出
入
路
が
東
側
に
し
か

設
け
ら
れ
な
い
難
し
い
現
場
環
境
だ

た
と
い
う

﹁
搬

入
の
で
き
る
敷
地
東
側
に
は
多
く
の
高
圧
線
や
電
話
線
な

ど
が
あ
り
接
触
の
危
険
が
あ
る
た
め

で
き
る
だ
け
搬
入

車
両
を
内
部
に
取
り
込
み
内
部
の
揚
重
開
口
か
ら
資
材
を

揚
重
す
る
よ
う
に
作
業
を
進
め
ま
し
た
﹂
と
説
明
す
る


　
基
礎
躯
体
工
事
は
２
工
区
に
分
割
し

揚
重
機
械
や
搬

入
車
両
の
ス
ペ

ス
を
確
保
し
な
が
ら
施
工
を
行

た


﹁
建
物
が
敷
地
い

ぱ
い
に
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

搬
入
車
両
や
作
業
ヤ

ド
を
確
保
す
る
た
め
に

工
区
分

け
の
形
状
や
大
き
さ
を
検
討
し
ま
し
た
﹂
と
松
木
所
長


　
東
正
面
側
に
据
え
ら
れ
た
の
は
建
物
の
デ
ザ
イ
ン
を
象

徴
す
る
Ｖ
字
柱

﹁
Ｖ
字
柱
と
そ
れ
を
つ
な
ぐ
梁
は

配

筋
が
複
雑
で
あ
り
異
種
強
度
コ
ン
ク
リ

ト
の
打
ち
分
け

が
あ
る
こ
と
か
ら

配
筋
方
法
や
型
枠
の
施
工
方
法
な
ど

に
つ
い
て
も
慎
重
に
検
討
し
準
備
を
行
い
ま
し
た
﹂
︵
松

木
所
長
︶


　
環
境
面
で
は
隣
接
地
に
飲
食
店
や
学
習
塾
な
ど
が
あ

り

特
に
騒
音
・
振
動
に
は
注
意
を
払

た


　
完
成
を
迎
え
て
松
木
所
長
は
﹁
千
葉
駅
前
の
シ
ン
ボ
ル

に
な
る
よ
う
な
建
物
と
な
り

お
客
様
か
ら
も
大
変
喜
ん

で
い
た
だ
け
て
い
る
と
思
い
ま
す

無
事
竣
工
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
全
て
の
関
係
者
さ
ま

と
通
行
人
を
含
め
た
近
隣
の
方
々
の
ご
協
力
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
﹂
と
謝
辞
を
述
べ
た


５階オフィスフロア

６階ラウンジと共用スペース

６階ミーティングルーム

　――施設開発の経緯についてお聞かせくだ
さい。
　当社は昨年８月に創立周年を迎え、次な
る周年に向けて今後もこの地から新しい
価値を創造し続けるために本社ビル「ペリ
エ+plusビル」を新築いたしました。本計画
は、将来的に予定している千葉駅周辺開発を
円滑に進められるように、前段階として行わ
れた工事でもあります。

　――施設の特徴は。
　１階から３階がテナント階、４階から６階
が当社の新しいオフィスとなります。現本社
ビルとは異なる「次世代コンパクトオフィス」
としました。新オフィスでは、執務室がコン
パクトでありながら、社員が自席を持たず自
由な場所で働くことができるフリーアドレス
を導入したほか、屋上庭園やラウンジを完備
して社員同士のコミュニケーションの活性化
を図り、スマートカジュアル服装を導入し、
新しい発想で価値を創造できる多様な働き方
を提案していきたいと考えております。

　――今後の開発運営計画は。
　本社ビルの新築を契機に、千葉駅周辺開発
は千葉駅南西エリアの様相を一変させる大規
模なまちづくりプロジェクトです。旗艦店で
あるペリエ千葉との相乗効果を生み出し、お
客さまの暮らしに彩りを添える魅力的な空間
を創出してまいります。併せて、京葉線沿線
の開発・まちづくりを推進し、地域の皆様に、
より便利で有意義な時間を過ごしていただけ
る「くらしづくり構想」も進めてまいります。

６階屋上庭園 エントランス

ペリエ+plus


